
《災害時》下水の情報が入るまでトイレの使用禁止！！ 

非常時の自宅トイレの使い方 
 

 
     販売会社ＨＰから引用 

１． 便座を上げて土台にビニールをかぶせる 
(底が水で濡れてしまうのでこのビニールは大きめにしてかぶせたままにし

ておきます。このビニールの下に水が残っているかたまに確認してくださ

い。水が溜まっていないと下水の臭いが上がってきます) 
 

２． 便座を下げて汚物を入れるためのビニールを便器にかぶせます
【イラスト上左】 
 

３． 凝固剤を小さじ 1 杯便器に入れて排泄する 
 

４． 排泄後、空気を抜くようにして結び、汚れていない所があれば、

はさみでカットしてしまいます 
 

５． ＢＯＳの防臭袋に入れます【イラスト上右】 
 

６． 防臭袋をねじってかた結びする【イラスト下】 
(ねじって結べる余裕があれば何回か分をまとめて入れることができます) 
 

７． 大き目の袋にまとめる。この時袋の口は開けておく 
(ＢＯＳからは臭いではない微小のガスが出てきますので開けておきます) 
 

８． 収集の情報が入ったら袋に汚物の表記をして普通ごみの回収日に

回収場所に出しましょう 
 
 

下水主管確認後の使用可能のお知らせ 
は、防災無線(自治会長宅)、上下水道局 

HP、川崎防災アプリ生田中学校避難所に

情報が入った場合、対策本部が掲示 

凝固剤はビニールのま

ま平にして密閉できる

保存袋に入れておくの

がお勧めです！ 


